
納
税
組
合
・
組
合
長
を
表
彰

倉
橋
大
地
隊
員
全
国
大
会
へ

は
る
に
し
き
２
８
３
号
が
優
等
賞

　

７
月
３
日
、
西
木
温
泉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

「
ク
リ
オ
ン
」
で
仙
北
市
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
（
高
橋
達
会
長
）
総
会
が
開
催
さ
れ
、

市
内
の
各
納
税
貯
蓄
組
合
の
組
合
長
約
60
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
や
平

成
25
年
度
事
業
計
画
・
予
算
を
認
定
。
欠
員

の
あ
っ
た
理
事
に
藤
原
健
造
さ
ん
（
稲
荷
町
）

が
決
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
に
先
立
ち
永
年
勤
続
組
合
長

　

消
防
救
助
技
術
の
向
上
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
て
い
る
「
消
防
救
助
技
術
秋
田
県
大
会
」

で
、
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本

部
所
属
の
倉
橋
大
地
隊
員
（
田
沢
湖
）
が
１

　

７
月
７
日
、
さ
さ
く
ら
公
園
（
大
仙
市
）

を
会
場
に
優
秀
な
牛
や
鳥
な
ど
を
表
彰
す
る

第
7
回
大
仙
・
仙
北
・
美
郷
畜
産
共
進
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
共
進
会
に
は
、
仙
北
市
か
ら
肉
用
牛

（
繁
殖
雌
牛
）
12
頭
、
肥
育
牛
２
頭
が
出
品

さ
れ
、
肉
用
牛
で
田
口
春
美
さ
ん
の
「
は
る

に
し
き
２
８
３
号
」
が
優
等
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

角
館
柔
人
ク
ラ
ブ
７
人
入
賞
　

７
月
７
日
、
秋
田
県
立
武
道
館
大
道
場
で
、

第
16
回
秋
田
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
杯
争
奪
秋
田
県
小

学
生
柔
道
選
手
権
大
会
兼
第
10
回
全
国
小
学

生
学
年
別
柔
道
大
会
秋
田
県
予
選
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
県
内
44
団
体
４
３
２
人
が

参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
角
館

地
区
の
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
「
角
館
柔
人

ク
ラ
ブ
」
か
ら
は
19
人
が
参
加
。
７
人
が
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

大
会
成
績
（
敬
称
略
）

▼
１
年
女
子
の
部
第
２
位　

能
美
晴
理
華
（
角
館

小
）
▼
５
年
男
子
の
部
45
㌔
超
級
第
３
位　

黒
澤

翔
（
中
川
小
）　
《
以
下
、
敢
闘
賞
（
ベ
ス
ト
８
）》

▼
１
年
男
子
の
部　

小
木
田
勇
（
角
館
小
）、
福
島

誠
之
介
（
角
館
小
）
▼
５
年
男
子
の
部
45
㌔
以
下

級　

児
玉
文
汰
（
角
館
小
）、後
藤
善
春
（
角
館
小
）

▼
５
年
女
子
の
部
40
㌔
超
級　

松
本
唯
（
角
館
小
）

あいさつする高橋達会長

市役所へ報告に訪れた倉橋隊員

第 1 部  肉用牛  第 3 類で優等賞 1 席の「はるに
しき 283 号」

SPORTS

NEWS

NEWS

NEWS
仙北市納税貯蓄組合連合会総会

第 42 回消防救助技術秋田県大会

第 7 回大仙・仙北・美郷畜産共進会

仙北市7 月 7 日・仙北市 7 月 5 日・18 日・仙北市

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

こ
の
た
び
白
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
に
市

か
ら
お
祝
い
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

▲ 7 月 5 日、菅原美津さん
が白寿を迎えました

▼ 7 月 18 日、鈴木八重野さん
が白寿を迎えました

NEWS
白寿のお祝い

位
に
輝
き
全
国
大
会
出
場
を
決
め
、
７
月
４

日
、
市
役
所
へ
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

倉
橋
隊
員
が
出
場
し
た
の
は
、
垂
直
に
設

置
し
た
15
㍍
の
は
し
ご
を
一
気
に
駆
け
上
が

る
「
は
し
ご
登
は
ん
の
部
」
で
、
15
秒
00
の

タ
イ
ム
で
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し

た
。
倉
橋
隊
員
は
「
大
会
ま
で
の
期
間
し
っ

か
り
と
練
習
し
、
一
つ
で
も
上
の
成
績
を
目

指
し
た
い
」
と
8
月
22
日
に
広
島
市
で
行
わ

れ
る
全
国
大
会
へ
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
消
防
本
部
で
は
「
ロ
ー
プ
応
用

登
は
ん
」
の
部
で
も
「
熊
谷
健
太
郎
隊
員
・

右
谷
慎
悟
隊
員
チ
ー
ム
」
が
全
国
大
会
出
場

を
決
め
て
い
ま
す
。

兼　第10 回全国小学生学年別柔道大会秋田県予選会
第16 回秋田ゼロックス杯争奪秋田県小学生柔道選手権大会

表
彰
と
優
良
納
税
組
合
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。(

敬
称
略)

《
30
年
勤
続
組
合
長
表
彰
》
▼
藤
元
健
一
（
戸
伏
松

原
）

《
20
年
勤
続
組
合
長
表
彰
》
▼
小
玉
昌
一
（
刺
巻
）

▼
高
橋
勉
（
柏
林
）
▼
菅
原
靖
朗
（
東
村
）
▼
安

杖
清
孝
（
奥
村
）

《
10
年
勤
続
組
合
長
表
彰
》
▼
小
野
喜
一
（
先
達
ハ

ン
ダ
ー
ス
の
会
）
▼
中
村
正
一
（
武
蔵
野
下
一
）

▼
石
橋
政
文
（
平
和
町
）
▼
渡
辺
保
雄
（
大
道
）

▼
佐
藤
公
一（
上
国
舘
）▼
佐
藤
勇
榮（
生
田
松
原
）

▼
千
葉
肇
（
東
部
菅
沢
第
一
）
▼
佐
藤
正
勝
（
桜

美
町
西
）▼
髙
椅
重
雄（
小
倉
通
）▼
佐
藤
利
昭（
田

頭
）
▼
髙
橋
惣
十
郎
（
田
中
）
▼
佐
藤
正
司
（
高
森
）

▼
関
口
俊
男
（
大
切
）

《
優
良
納
税
組
合
表
彰
》
▼
川
原
町
北
第
一
納
税
貯

蓄
組
合
▼
緑
ヶ
丘
納
税
貯
蓄
組
合
▼
桜
美
町
納
税

貯
蓄
組
合
▼
桜
美
町
西
納
税
貯
蓄
組
合

7 月 3 日・西木地区 ＤＲＥＡＭ～夢があるから強くなる～

市
内
小
学
校
で「
夢
の
教
室
」

　

７
月
16
日
か
ら
18
日
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協

会
が
サ
ッ
カ
ー
や
そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
の
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
な
ど
を
「
夢
先
生
」
と
し
て
派
遣

す
る
「
夢
の
教
室
」
が
市
内
の
小
学
校
で
開

7 月 16 日～ 18 日・仙北市EVENT

か
れ
、
元
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
川
上
直
子

さ
ん
と
元
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
日
本
代
表
の

落
合
真
理
さ
ん
が
夢
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ

に
つ
い
て
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

教
室
の
前
半
は
体
育
館
で
「
ゲ
ー
ム
の
時

間
」。
団
体
戦
で
鬼
ご
っ
こ
な
ど
の
ゲ
ー
ム

を
行
い
ま
し
た
。
途
中
、
目
的

を
達
成
す
る
た
め
の
方
法
を
み

ん
な
で
相
談
し
、
ゲ
ー
ム
に
挑

戦
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

教
室
後
半
の
「
ト
ー
ク
の
時

間
」
で
は
、「
夢
に
向
か
っ
て

い
く
と
試
練
と
い
う
壁
が
現
れ

た
。
つ
ら
か
っ
た
が
、
家
族
や

仲
間
が
心
の
支
え
に
な
り
努
力

を
続
け
た
。
そ
の
結
果
夢
を
つ

か
め
た
が
、
つ
ら
い
時
期
の
経

験
が
今
も
と
て
も
大
切
」と「
夢

先
生
」
が
自
身
の
体
験
を
話
し

な
が
ら
、
児
童
と
夢
に
つ
い
て

語
り
合
い
ま
し
た
。最
後
は「
夢

に
向
か
う
た
め
に
、
た
く
さ
ん

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
」
と
児
童
に

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

夢について話す川上さん。子どもの頃に日本代表の選手を見てから、「自分も
日の丸の付いたユニホームが着たい」と思うように。それ以来、「ユニホーム
を着る自分の姿を想像していた。それが夢に向かう原動力になった」

EVENT
歴
史
の
裏
側
を
歩
き
た
い

　

７
月
10
日
、
西
木
町
出
身
の
直
木
賞
作
家

西
木
正
明
さ
ん
の
講
演
会
が
角
館
樺
細
工
伝

承
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「歴史の表側に登場しない魅力的な人がいる。そう
した人について書き、歴史の裏街道を歩きたい」と
話す西木さん

西木正明展記念講演会7 月 10 日・角館地区

　

こ
の
講
演
会
は
新
潮
社
記
念
文
学
館
の
企

画
展
「
西
木
正
明
展
～
歴
史
の
闇
の
彼
方
を

見
つ
め
て
～
」
を
記
念
し
て
開
催
。
西
木
さ

ん
は「
旅
と
冒
険
、そ
し
て
小
説
」と
題
し
て
、

こ
れ
ま
で
自
身
が
積
み
重
ね
て
き
た
取
材
に

ま
つ
わ
る
話
や
９
月
出
版
予
定
の

作
品
に
関
す
る
話
に
つ
い
て
講
演

し
、
約
50
人
の
聴
衆
は
熱
心
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。

　
「
西
木
正
明
展
～
歴
史
の
闇
の
彼

方
を
見
つ
め
て
～
」
は
新
潮
社
記

念
文
学
館
で
９
月
17
日
ま
で
。
西

木
さ
ん
の
作
品
を
始
め
、
旅
や
冒

険
に
使
用
し
た
愛
好
品
の
数
々
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
：
新
潮
社
記
念
文
学
館

　
　
　
　
　
　

 

43
‐
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仙北市のできごとをお届け

ちいきのわだい

仙
北
市
の
で
き
ご
と
を
お
届
け

ち
い
き
の

わ
だ
い
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